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会
計
年
度
任
用
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
を

の
処
遇
改
善
を

む
と
う　

行
政
サ
ー
ビ
ス
は

正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

正
規
職
員
を
支
え
て
い
る
会

計
年
度
任
用
職
員
や
小
中
学

校
に
お
け
る
特
別
支
援
学
級

の
教
育
支
援
補
助
員
の
処
遇

改
善
の
考
え
は
。

（
答
弁
）
各
部
署
で
年

（
答
弁
）
各
部
署
で
年
11
回回

の
面
談
を
お
こ
な
い
、
要
望

の
面
談
を
お
こ
な
い
、
要
望

を
聴
取
し
可
能
な
限
り
対
応

を
聴
取
し
可
能
な
限
り
対
応

す
る
。
小
中
学
校
の
教
育
支

す
る
。
小
中
学
校
の
教
育
支

援
補
助
員
は
予
算
の
範
囲
内

援
補
助
員
は
予
算
の
範
囲
内

で
、
各
学
校
で
必
要
と
さ
れ

で
、
各
学
校
で
必
要
と
さ
れ

る
支
援
内
容
や
日
数
、
時
間

る
支
援
内
容
や
日
数
、
時
間

等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
。

等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
。

む
と
う　

特
別
支
援
学
級
で

過
ご
す
児
童
生
徒
が
、
よ
り

安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
教
育

支
援
補
助
員
の
処
遇
改
善
の

予
算
確
保
を
求
め
る
。ま
た
、

会
計
年
度
任
用
職
員
が
フ
ル

タ
イ
ム
で
恒
常
的
な
業
務
を

し
て
い
る
な
ら
、
年
齢
要
件

を
緩
和
し
、
正
規
職
員
へ
の

道
を
開
く
べ
き
。

（
答
弁
）
優
秀
な
人
材
を
獲

（
答
弁
）
優
秀
な
人
材
を
獲

得
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

得
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

中
町
多
目
的
広
場
に

中
町
多
目
的
広
場
に

ベ
ン
チ
の
増
設
を

ベ
ン
チ
の
増
設
を

む
と
う　

中
町
多
目
的
広
場

は
、
幅
広
い
年
齢
の
方
が
、

四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
広

場
で
あ
り
、
ボ
ー
ル
広
場
の

裏
や
ト
イ
レ
付
近
の
ベ
ン
チ

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
利
用

者
が
多
い
こ
と
か
ら
を
ベ
ン

チ
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
の

声
が
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

（
答
弁
）
広
場
内
の
ベ
ン
チ

（
答
弁
）
広
場
内
の
ベ
ン
チ

はは
1010
台
を
均
等
に
設
置
し
て

台
を
均
等
に
設
置
し
て

お
り
十
分
な
数
で
あ
る
が
、

お
り
十
分
な
数
で
あ
る
が
、

配
置
場
所
に
つ
い
て
は
市
民

配
置
場
所
に
つ
い
て
は
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す

健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
り
組
み
を

取
り
組
み
を

む
と
う　

本
市
の
「
１
０
０

年
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

健
康
で
長
生
き
を
め
ざ
し
、

母
子
の
健
康
か
ら
働
く
世

代
、
高
齢
者
世
帯
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
内
容
で
あ
る
。

①
各
事
業
に
お
け
る
効
果
と

検
証
は
。
②
食
事
改
善
と
運

動
は
、成
人
病
予
防
に
な
る
。

多
世
代
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト

歌
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
育
児

相
談
、
栄
養
講
座
を
実
施
す

る
な
か
で
専
門
家
で
あ
る
管

理
栄
養
士
や
看
護
師
が
運
営

す
る
認
定
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
拠
点
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
①
産
後
ケ
ア
・
サ

（
答
弁
）
①
産
後
ケ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
産
婦
へ

ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
産
婦
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
で
効
果

の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
で
効
果

を
検
証
す
る
。「
禁
煙
チ
ャ

を
検
証
す
る
。「
禁
煙
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
等
は
実
施
後
、
参

レ
ン
ジ
」
等
は
実
施
後
、
参

加
状
況
や
改
善
状
況
を
確
認

加
状
況
や
改
善
状
況
を
確
認

す
る
。
シ
ニ
ア
が
生
き
甲
斐

す
る
。
シ
ニ
ア
が
生
き
甲
斐

を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
地
域

を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
で
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

づ
く
り
で
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
ナ
ビ
」

シ
ニ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
ナ
ビ
」

の
配
布
や
回
覧
、
特
設
サ
イ

の
配
布
や
回
覧
、
特
設
サ
イ

ト
で
「
見
え
る
化
」
を
し
て

ト
で
「
見
え
る
化
」
を
し
て

き
た
。
市
民
が
主
体
的
に
取

き
た
。
市
民
が
主
体
的
に
取

り
組
む
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
と

り
組
む
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
と

い
っ
た
個
別
具
体
的
な
介
護

い
っ
た
個
別
具
体
的
な
介
護

予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
施

予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
施

設
や
所
管
部
局
と
調
整
し
、

設
や
所
管
部
局
と
調
整
し
、

周
知
に
協
力
す
る
。
②
「
認

周
知
に
協
力
す
る
。
②
「
認

定
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

定
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
、
身
近
な
栄
養
相
談

ン
」
は
、
身
近
な
栄
養
相
談

が
で
き
る
場
と
し
て
認
識
し

が
で
き
る
場
と
し
て
認
識
し

て
い
る
が
、
本
市
の
栄
養
相

て
い
る
が
、
本
市
の
栄
養
相

談
が
で
き
る
各
事
業
も
、
誰

談
が
で
き
る
各
事
業
も
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
。
利
用
促

で
も
参
加
で
き
る
。
利
用
促

進
に
務
め
る
。

進
に
務
め
る
。

Ｄ
Ｖ
加
害
者
更
生
プ

Ｄ
Ｖ
加
害
者
更
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
へ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
へ

の
理
解
促
進
を

の
理
解
促
進
を

む
と
う　

配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
加
害

者
と
同
居
し
て
い
る
場
合
の

対
策
や
命
の
危
険
が
あ
る
時

に
は
安
全
な
場
所
へ
逃
が
す

等
、
支
援
内
容
は
多
岐
に
渡

る
。
一
方
、
加
害
者
が
加
害

行
為
に
向
き
合
い
更
生
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
で
、

「
被
害
者
の
安
全
を
確
実
な

も
の
に
す
る
こ
と
」「
加
害

の
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
こ

と
」「
加
害
者
の
認
知
・
行

動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
」
が

期
待
で
き
る
。
本
市
で
の
加

害
者
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

理
解
促
進
と
実
施
に
お
け
る

考
え
は
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
加
害

防
止
の
取
り
組
み
は
。

（
答
弁
）
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

（
答
弁
）
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

国
で
動
き
出
し
て
間
も
な
い

国
で
動
き
出
し
て
間
も
な
い

こ
と
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

こ
と
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

や
他
機
関
連
携
が
必
要
で
あ

や
他
機
関
連
携
が
必
要
で
あ

り
、
情
報
収
集
に
努
め
る
と

り
、
情
報
収
集
に
努
め
る
と

共
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
防
止
に
向

共
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
防
止
に
向

け
た
周
知
・
啓
発
を
進
め
な

け
た
周
知
・
啓
発
を
進
め
な

が
ら
調
査
、
研
究
す
る
。
ま

が
ら
調
査
、
研
究
す
る
。
ま

た
誰
も
が
被
害
者
や
加
害
者

た
誰
も
が
被
害
者
や
加
害
者

に
な
ら
な
い
よ
う
市
内
６
中

に
な
ら
な
い
よ
う
市
内
６
中

学
校
の
３
年
生
を
対
象
に

学
校
の
３
年
生
を
対
象
に

「
性
と
人
権
講
演
会
」
の
実

「
性
と
人
権
講
演
会
」
の
実

施
、
あ
い
パ
ル
で
の
「
女
性

施
、
あ
い
パ
ル
で
の
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

動
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
啓
発

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

に
努
め
て
い
る
。

戸田市戸田市
議会議会

一般質問に立つむとう議員=12 日

６
月
定
例
会
が
閉
会

６
月
定
例
会
が
閉
会

６
月
６
月
1919
日
、
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
６
月
戸
田
市

日
、
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
６
月
戸
田
市

議
会
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
戸
田
市

議
会
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
戸
田
市

議
団
は
、
国
保
税
引
き
上
げ
の
専
決
処
分
の
承
認
に
反

議
団
は
、
国
保
税
引
き
上
げ
の
専
決
処
分
の
承
認
に
反

対
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

対
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

む
と
う
葉
子
議
員
の
一
般
質
問

む
と
う
葉
子
議
員
の
一
般
質
問
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　国からの物価高騰対応重点　国からの物価高騰対応重点
支援地方創生交付金を活用支援地方創生交付金を活用
し、プレミアム付電子商品券し、プレミアム付電子商品券
（第5弾）の発行セット数を増（第5弾）の発行セット数を増
加する補正予算が、6月19日加する補正予算が、6月19日
の議会最終日、全会派一致での議会最終日、全会派一致で
可決されました。概要は下記可決されました。概要は下記
のとおりです。のとおりです。

【第 5 弾の概要】【第 5 弾の概要】
・発行セット数：1万5000セッ
ト増加し、4万セット数にす
る
・プレミアム率：20%

・申請期間：8 月 20 日〜 9
月 10 日

・ 利 用 期 間：10 月 1 日 〜
2026 年 1月 31 日
※今後、事業内容、申込方法・
利用方法、問い合わせ先な
どは、8月から告知（広報戸
田市、市ホームページ、チ
ラシなど）ができるよう準
備を進めるとのことです。

※現時点での問い合わせ先
　経済戦略室産業支援担当
　（代表番号 048-441-1800）

都
議
選

都
議
選  

自
公
に
厳
し
い
審
判

自
公
に
厳
し
い
審
判

　

消
費
税
減
税
を
は
じ
め
暮
ら

　

消
費
税
減
税
を
は
じ
め
暮
ら

し
応
援
の
政
策
を
掲
げ
た
党
の

し
応
援
の
政
策
を
掲
げ
た
党
の

論
戦
と
都
議
会
野
党
第
１
党
と

論
戦
と
都
議
会
野
党
第
１
党
と

し
て
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
は

し
て
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
は

他
党
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た

他
党
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た

と
強
調
。
総
選
挙
に
続
い
て
示

と
強
調
。
総
選
挙
に
続
い
て
示

さ
れ
た
自
民
党
政
治
を
変
え
て

さ
れ
た
自
民
党
政
治
を
変
え
て

ほ
し
い
と
い
う
国
民
の
強
い
要

ほ
し
い
と
い
う
国
民
の
強
い
要

求
や
物
価
高
騰
対
策
、
子
育
て

求
や
物
価
高
騰
対
策
、
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な

支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な

ど
「
切
実
な
要
求
に
応
え
る
確

ど
「
切
実
な
要
求
に
応
え
る
確

か
な
政
策
と
と
も
に
自
民
党
政

か
な
政
策
と
と
も
に
自
民
党
政

治
を
大
本
か
ら
変
え
る
改
革
の

治
を
大
本
か
ら
変
え
る
改
革
の

展
望
を
持
つ
日
本
共
産
党
の
議

展
望
を
持
つ
日
本
共
産
党
の
議

席
の
値
打
ち
を
大
い
に
語
り
、

席
の
値
打
ち
を
大
い
に
語
り
、

参
院
選
で
の
躍
進
に
つ
な
げ
て

参
院
選
で
の
躍
進
に
つ
な
げ
て

い
く
」と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

い
く
」と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委

員
長
は

員
長
は
2323
日
、
国
会
内
で
記
者

日
、
国
会
内
で
記
者

会
見
し
、
東
京
都
議
選
の
結
果

会
見
し
、
東
京
都
議
選
の
結
果

に
つ
い
て
、
自
民
党
が
都
政
史

に
つ
い
て
、
自
民
党
が
都
政
史

上
最
低
の
議
席
と
な
り
、
自
公

上
最
低
の
議
席
と
な
り
、
自
公

政
権
に
厳
し
い
審
判
が
下
っ
た

政
権
に
厳
し
い
審
判
が
下
っ
た

と
指
摘
し
、「
都
議
会
自
民
党

と
指
摘
し
、「
都
議
会
自
民
党

の
裏
金
問
題
を
徹
底
的
に
追
求

の
裏
金
問
題
を
徹
底
的
に
追
求

し
、
国
政
で
も
自
公
政
権
に
厳

し
、
国
政
で
も
自
公
政
権
に
厳

し
く
対
決
し
て
き
た
日
本
共
産

し
く
対
決
し
て
き
た
日
本
共
産

党
が
、
自
民
党
と
自
公
政
権
へ

党
が
、
自
民
党
と
自
公
政
権
へ

の
厳
し
い
審
判
に
貢
献
し
た
こ

の
厳
し
い
審
判
に
貢
献
し
た
こ

と
を
確
信
す
る
」
と
強
調
し
ま

と
を
確
信
す
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

田
村
氏
は
、
日
本
共
産
党
へ

　

田
村
氏
は
、
日
本
共
産
党
へ

の
支
持
を
寄
せ
た
都
民
や
、
東

の
支
持
を
寄
せ
た
都
民
や
、
東

京
と
全
国
の
党
と
後
援
会
の
大

京
と
全
国
の
党
と
後
援
会
の
大

奮
闘
に
心
か
ら
の
感
謝
を
表
明

奮
闘
に
心
か
ら
の
感
謝
を
表
明

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
が

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
が
1414

議
席
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
「
大

議
席
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
「
大

変
悔
し
く
残
念
な
結
果
だ
」
と

変
悔
し
く
残
念
な
結
果
だ
」
と

し
つ
つ
、「
昨
年
の
総
選
挙
で

し
つ
つ
、「
昨
年
の
総
選
挙
で

の
比
例
票
か
ら
み
る
と
、
全
体

の
比
例
票
か
ら
み
る
と
、
全
体

と
し
て
も
、
個
別
の
選
挙
区
で

と
し
て
も
、
個
別
の
選
挙
区
で

み
て
も
、
得
票
数
・
得
票
率
と

み
て
も
、
得
票
数
・
得
票
率
と

も
に
押
し
戻
し
て
い
る
」
と
指

も
に
押
し
戻
し
て
い
る
」
と
指

摘
。
他
党
の
得
票
数
・
率
で
は
、

摘
。
他
党
の
得
票
数
・
率
で
は
、

自
民
党
が
大
き
く
後
退
し
、
日

自
民
党
が
大
き
く
後
退
し
、
日

本
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党
も

本
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党
も

プレミアム付電子商品券（第 5 弾）　プレミアム付電子商品券（第 5 弾）　
1万5000セット増で予算可決1万5000セット増で予算可決

後
退
し
た
と
し
て
「
日
本
共
産

後
退
し
た
と
し
て
「
日
本
共
産

党
は
激
戦
の
も
と
で
全
体
と
し

党
は
激
戦
の
も
と
で
全
体
と
し

て
善
戦
健
闘
し
た
」
と
述
べ
ま

て
善
戦
健
闘
し
た
」
と
述
べ
ま

し
た
。

し
た
。

　

２
、
３
人
区
で
は
、
日
本
共

　

２
、
３
人
区
で
は
、
日
本
共

産
党
候
補
は
市
民
と
野
党
の
共

産
党
候
補
は
市
民
と
野
党
の
共

闘
の
候
補
と
し
て
た
た
か
い
、

闘
の
候
補
と
し
て
た
た
か
い
、

現
有
議
席
に
加
え
新
し
い
議
席

現
有
議
席
に
加
え
新
し
い
議
席

を
獲
得
で
き
た
と
し
、「
こ
れ

を
獲
得
で
き
た
と
し
、「
こ
れ

ら
の
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
の

ら
の
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
の

議
席
を
減
ら
す
直
接
の
貢
献
と

議
席
を
減
ら
す
直
接
の
貢
献
と

な
っ
た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

な
っ
た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

田
村
委
員
長
が
会
見

田
村
委
員
長
が
会
見

日
本
共
産
党
提
出

日
本
共
産
党
提
出

４
つ
の
意
見
書

４
つ
の
意
見
書

国
・
県
へ
の
提
出
な
ら
ず

国
・
県
へ
の
提
出
な
ら
ず

　定額減税補足給付金事業（不足額給付）のコールセ　定額減税補足給付金事業（不足額給付）のコールセ
ンター・相談窓口が設置されました。改めて、事業概ンター・相談窓口が設置されました。改めて、事業概
要とともに紹介します。要とともに紹介します。

【制度概要】【制度概要】
　定額減税補足給付金は、2024 年（令和 6 年）分所　定額減税補足給付金は、2024 年（令和 6 年）分所
得確定後に支給するところ、できるだけ早期に給付す得確定後に支給するところ、できるだけ早期に給付す
るという国の方針に基づき、2023 年（令和 5 年）分るという国の方針に基づき、2023 年（令和 5 年）分
所得等を基に推計額を算定し、昨年度中に「当初調整所得等を基に推計額を算定し、昨年度中に「当初調整
給付」として支給した。給付」として支給した。
　しかし、「本来給付すべき確定額」と「当初調整給　しかし、「本来給付すべき確定額」と「当初調整給
付額」との間で、不足の差額が生じた人に「不足額給付額」との間で、不足の差額が生じた人に「不足額給
付」として、その差額を支給する。付」として、その差額を支給する。

【対象者】【対象者】
・本来給付すべき所得額と当初調整給付の間で差額が
生じた者
・2024（令和 6）年中に子どもが生まれた
・2024（令和 6）年新入社員等
・2024（令和 6）年中に退職・休職・転職をした
・2024（令和 6）年度個人住民税（2023 年・令和 5
年所得）の修正申告をした
・本人および扶養親族等として定額減税対象者であり、
かつ低所得世帯向け給付の対象世帯の世帯主・世帯
員にも該当しなかった者
・事業専従者
・合計所得金額 48万円超の方
注）アもイも定められた支給要件を満たす者のみ

【対象者への支給通知の送付・周知】【対象者への支給通知の送付・周知】
●「対象者①」の方には、今年 7月に対象者へ振込通●「対象者①」の方には、今年 7月に対象者へ振込通
知（お知らせ方式）を行ない、昨年度の調整給付対知（お知らせ方式）を行ない、昨年度の調整給付対
象者は同月中に、原則手続き不要で振込実施。象者は同月中に、原則手続き不要で振込実施。
●「対象者②」の方は、申請が必要なため、その周知●「対象者②」の方は、申請が必要なため、その周知
に努めていく。に努めていく。

【給付金コールセンター】【給付金コールセンター】
電話　048-424-9591電話　048-424-9591
時間　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで時間　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで
　　　（土日祝を除く）　　　（土日祝を除く）

【相談窓口】【相談窓口】
場所　戸田市役所 1階東側休憩室場所　戸田市役所 1階東側休憩室
時間　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで時間　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで
　　　（土日祝を除く）　　　（土日祝を除く）

定額減税補足給付金事業（不足額給付）定額減税補足給付金事業（不足額給付）

コールセンター・相談窓口設置コールセンター・相談窓口設置

※
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
６
月
24

日
付
よ
り
要
約
転
載

志
位
議
長
が

志
位
議
長
が

米
政
権
の
イ
ラ
ン
攻
撃

米
政
権
の
イ
ラ
ン
攻
撃

を
糾
弾
す
る
談
話

を
糾
弾
す
る
談
話

　

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
の　

志
位
和
夫
議
長
は
22
日
、
中
東

地
域
と
世
界
の
平
和
と
安
定
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
国
連
憲

章
と
国
際
法
に
明
確
に
違
反
し

た
無
法
な
攻
撃
を
断
固
糾
弾
す

る
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
（
全

文
は
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
）。


